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袖 ひ ち て  
こまつ ひでお  





つである。ここには，つぎの1首を取り上げて，問題を提起してみたい。   
春立ちける日 詠める  紀 貫之  
む■ナ 袖ひちて掬びし水のこほれるを 春立つけふの風やとくらむ〔春上・2〕  










2   
この和歌の場合，著名な作品であるほかりに，必ずしも正統な手腋を踏まな  
い独断的な解釈も世上に少なからず流布しているようなので，まず，現行の注  
釈書の中から普及度が高いと思われる4種を選び，刊行順にそれらの口語訳を   




① 暑かった夏の日に，袖の濡れるのもいとわずに，手にすくって楽しん  
だ山の清水－－それが寒さで凍りついているのを，春立つ今日の暖かい  
夙が，たぶん今ごろ解かしていることだろう。  
② 袖がつかって両手ですくった水の，氷っているのを，春が立つ今日の  
凪が今ごろは解かしているだろうか。  
③ 暑いさなか，袖が濡れんばかりにして，手ですくった，あの山の清水  
が冬には凍っていたのを，今日，この立春の風がとかしていることだろ  
うよ。  
④ 夏に袖を濡らしながら両手ですくった水が，秋も過ぎ，冬になって凍  














ければならない。   
前代の注釈の代表として，水屑宣長の『古今集遠鏡』にみえる「俗言」によ  
る「訳」をつぎに挙げておこう。  
○袖ヲヌラシテスクウタ水ノコホーツチアルノヲ 春ノキク今日ノ風ガ  
らんヤ  
フイチトカステアラウカ   
あとから刊行された注釈書の口語訳に－ということは，その背後にある解  
釈に一，進歩の跡が認められない。   
袖 ひ ち て  
3   
藤原定家の自筆本においては，第1句「袖ひちて」の「ひ」の仮名の  
左下と「ち」の仮名の左上とに，それぞれ，朱の単声点が加えられてお  






ひ   























ましめられし。   
ある語句や表現が注釈の対象になっているのは，それが，すでに分からなく  
なっていたことの証拠である。作品の成立時期に近いほど，その意味が究明し  
やすかったはずであるとは，必ずしもいえない。そうだとしたら，はたして，   










この動詞がどのように用いられているかを調べてみなけれはならない。   
『僻案抄』に，「古今には多く見ゆ」とあるが，定家本によると総数ほ7例  
である。「袖ひちて」の和歌を除いて，残りの6例を列挙してみる＝  
ころもで   声はして涙ほ見えぬはととぎす我が衣手のひつを借らなむ  
［夏149・詠人不知］  




ね   音に泣きてひちにしかども春雨に濡れにし袖と問はば答へむ  
［恋2・577・大江千里］  
かの女に代はりて 返事に詠める  業平朝臣  
浅みこそ袖はひつらめ 涙河 身さへ流ると聞かほ頗まむ［恋3・618］  
秋の野に笹分けL朝の袖よりも逢はで来し夜ぞひちまさりける  




と   いさやまだ人の心もしら露のおくにも外にも袖のみぞひつ  
［恋5・964・詠人不知］   
武蔵野は袖ひつはかり分けしかど若紫は尋ねわびにき  
［雑2・1177・詠人不知］   
滝つ瀬にたれ自玉と乱りけむ拾ふとせしに袖ほひちにき   
袖 ひ ち て  29  
［雑3・1235・詠人不知］  
よそにをる袖だにひちし藤衣 涙に花も見えずぞあらまし  





かない，数少ない例外の一つである。  みなカ・み  
水上にひちて咲けれど 菊の花 移ろふかげは流れざりけり  
［貫之集・464］   
『拾遺和歌集』iこもこれと同じような使いかたの「ひつ」が見いだされる  
が，それについては第10節で考える。  

















業平朝臣の家に侍りける女のもとに詠みて遣はしける 敏行朝臣  
つれづれのながめに増さる涙河 袖のみ濡れて蓬ふよしもなし  
［恋3・617］   
こまつ ひでお  30  
かの女に代はりて 返事に詠める  業平朝臣  
浅みこそ袖ほひつらめ 涙河 身さへ流ると聞かば頼まむ［恋3・618］   
定家自筆本では，上引のように，617番が「初のみ濡れて」となっている  











だという通念があるので，これは明らかに不自然であろう。   
つぎの和歌の場合にも，作者が雨でびしょ濡れになったとみるのほ大袈裟で  
ある。この歌集の「濡る」については，いずれもこれと同じとみておいてよさ  
そうである。  つごもり  




7   
濡れるのと，びしょi需れになるのとほ，事実として連続していても，とらえ  
かたとしては，－したがって，表現のしかたにおいては一一－－㌧ 不連続であ  
る。そのつもりで，さきの贈答歌における「濡る」と「ひつ」との使われかた  





こういう返歌が作られたと考えてよい。   






























改善の可能性も考えられるので，不透明な部分が残らぎるをえない。   
32  こまつ ひでお  





［恋3・639・敏行］   
もう夜が明けているというので女性のもとから悲しい気持で帰る道すがら，  
ひどい雨にあい，涙と雨との混じったしずくが，まるで，しごき落とすように  
垂れ落ちた，ということである。   
雨そそきもなほ秋の長講めきてうちそそ甘藍『御笠さぶらふ，げに木の  
さし良き   下露は雨にまさりて』と聞こゆ，御指貫の裾はいたうそはちぬめり  




















用いていることが思い合わされる。   
袖 ひ ち て  
9   
以上の検討の結果によると，「ひ・つ」は＜ぴしょ濡れFこなる＞という意味で  





























略号が記されているが，これは，その直前の和訓「ヒタス」とともに，『自民   
34  こまつ ひでお  












15節に触れることにする。   
図書寮本『頼家名義抄』において，「ヒタス」と「ヒチテ」とほ一対の和訓  






ひつ・・・・自動詞 ＜浸る・濡れる＞  





五条の内侍のかみの賀の屏風に 松の 海にひたりたる所を  伊勢  





動詞は同義であったと認めてよい。   














ひつとは ひたるといふ也 万葉集には潰とかけり つく・ひたる同心也  

















を借らたむ」［夏・149］「袖ひつぱかり」［後撰・雑・1177］という連体形が用   
36  こまつ ひでお  
いられているから，これら二つの勅撰集の用例から帰納する限り，この動詞は  
4段活用と認められる。  




とみてよさそうであるが，ほかの文献には厄介な形が用いられている。 か  
挑むればおなじ雲居をいかなれはおぽつかなさを添ふる時雨ぞ，斯くひつ  


















していたことになり，その点に問題が残される。   
それほど面倒なことになるのなら，可能性を他動詞の方だけに限定しておく  
方が無難だという誘惑を感じないでもない。格別，それが乱暴でほないからで  
ある。   
『源氏物語』の上引の例と同じように玉虫色の連体形「ひつる」が，『煉韓  
日記』にも見いだされる。第5句の「ふり」には，「降り」と「古り」とが重   
袖 ひ ち て  
ねられている。  
袖ひつるときをだにこそ嘆きしか身さへ時雨のふりもゆくかな  
［天禄2年9月］   
「袖ひつる」は，＜時雨（のように降る涙）が袖をぴっしょり濡らした＞と  
も，あるいは，＜時雨（のように降る雨）で袖がびっしょり濡れた＞とも，ど  











つるまでに」と訓じる可能性は排除される。   














てはめて所属を判定しているにすぎない。ほかの活用形を捜し求めるまでもな   
































用いられている。   
袖 ひ ち て   
『などてかさもあらむ，老いくづほれたる人のやうにも宝ふかな』と宣へ  
ば，『老いねどくづほれたる心地ぞするや』と独りごちてうち涙く小みてゐ  





























いと判断したからであろう。   










の訓読にこの語が用いられたのかということでもあるが，－ ，もう一つは   
『源氏物語』において，和歌以外の部分にこの動詞が用いられている事実をど  






















ことになる。   
観智院本『類東名義抄』では，「ヒチテ」が削除される一方，「ヒタル」が  
増補されている。「ひつ」は和歌の用語，「ヒタル」ほ漢文訓読用語という認  
識に基づいているのであろう。構文に関わる要因を除いて，漢文訓読用語は日   
袖 ひ ち て  
常語を基盤にしているから，これほ，『拾遺和歌集』の賀の歌の詞書における  







17   
残されたもう一つの問題は，『源氏物語』の二例の「ひつ」が，いずれも和  
歌以外の部分に用いられている事実を，どのように説明すべきかである。   
そのうちの一つは，第12節にあげた「かくひつる」で，これは，和歌に添え  
そと られた補いのことほである。和歌の外に位置している部分は，会話の文として  
扱われるのが通例であるが，この物語の文章の場合，このような形式による言  















と共通する表現よりもー－－ 「涙にひちて」という和歌特有の表現の方が，ほ  
るかに効果的であり，そのために，この動詞がここに選択されていると考えて  
よさそうである。   






























であろう。   
動詞「ひつ」については，4段・下2段・上2段の各活用が問題になるが，  
実例の見いだされる三つの活用形についてそれらの関係をみると【第2表】の   
袖 ひ ち て  
ようになっている。   
下2段活用の「ひつ」は，  
『土左日記』あたりにその片鱗  



























ある。   
第4節に引用したとおり，『僻案抄』には，「今の世の歌には詠むべからず  
とぞいましめられし」と記されている。『古今和歌集』には普通であっても，   





ことほ   この歌，古今にとりて心も詞もめでたく聞こゆる歌也。ひちてといふ詞  
や，今の世となりては，すこし古りにて侍らん。つも・かも・べらなりな  
どはさることにて，それよりつぎつぎ少しかやうなる詞どもの侍るなるべ  





られる。   













天雲の濃かなりつる桂川 袖をひてても渡りぬるかな［2月16日］   
「手をひてて」は意図的に手を浸すことであって，他動詞的用法と認めて問  
題がない。しかし，「袖をひてても」の方は，意図的にぴっLより濡らす行為  
だとは考えにくい。   
2月16日の和歌は，土佐からの長旅を終えて京の入口に着き，懐かしい桂川  
を月明りの中に渡ったときの作で，「袖をひてても」というこの表現に，われ   
袖 ひ ち て  
われはいくつかの異なる意味を読み取ることができる。それらは，相互に矛盾  



























21   
「袖をひてても渡りぬるかな」から連想されるのは，第6節に引用した「浅  
みこそ袖ほひつらめ」という表現である。この「ひつ（らめ）」ほ，4段活用  
またほ上二段活用と認められているが，終止形「ひつ」は下2段活用とも共通   






























22   
古典文学作品の用語や表現のありかたは現代語のそれとまったく異質である  
と考えずに，基本的にさほどの違いがなかったという仮定のもとに，「ひつ」   
袖 ひ ち て  47  
における自動詞と他動詞との混清の問題を検討してみよう。   
（1）ズボンがどろどろに汚れて働く＊。   






な対を作って比較してみても関係は変わらない。   
（3）ズボンがどろどろになって働く。   






23   
第2句の「掬ぷ」は，両方の掌を合わせて水をすくう動作をさしている。し  
たがって，「袖ひちて掬びし水」とは，＜袖をびしょ濡れにしてすくった水＞  












ら，袖がびしょびしょになっていたということである。遊びに出たこどもが服   
こまつ ひでお  48  
をどろどろに汚して帰ってきたというのは，遊びに熱中して母親の注意などす  
っかり忘れ，気がついてみたら服がもうどろどろに汚れていたということにほ  





























ろうが，沸騰していることは熱いことを無条件に意味しているから，強調ない   
袖 ひ ち て  49  
し確認であって，これを「袖ひちて掬びし水の凍れるを」という表現と同じに  
扱うのは妥当でない。  
25   
「袖ひちて掬びし水の凍れるを」が，いわゆる同格表現に該当しないことを  
確認しておくだけで，当面は十分であるが，ついでに，同格というとらえかた  
について，見解を述べておきたい。同格という考えかたlも ＜鉛筆の長いの＞  
と＜長い鉛筆＞とが等価の表現であることを含意しており，現にそのように説  





れが，この場面である。   


















めてしまったのでは，文章の動的な流れが完全に破壊されて‥島帝国鑑の解説   
50  こまつ ひでお  














26   
古典文法ほ，基本的に，散文と韻文とを区別しない形で構成されているが，  
「袖ひちて掬びし水の凍れるを」という表現が，そういう文法によって過不足  














も，その染め上げの過程に自然な形で参与している。   
袖 ひ ち て  51   
「袖ひちて掬びし水の」と「凍れるを」との間に介在する秋と冬との内容は  
具体的に特定できない。この和歌の上の句は，もはや同格とか主述関係とかい  





























り，そして暑い夏がやってくる。夏になったら，また汗を流しながらあの場所   
52  こまつ ひでお  
に行き，山の井の水を思う存分に飲んで渇きをいやし，暑さを忘れてみたいも  















【参考論文】   
山内洋一郎「動詞“漬つ”について」（『国語学』第59集・1964年12月）  








下二≫である。用例に滞点はない。「ひ・つ」の項は，「¢ひず（潰）」となっている。   
